
1.63 (2) 塩素化炭化水素 類 及 びへ ンゼン く 」 lSK0125 5.2 HS 一 GC 一 MS 法ノ 

( 平成 7 年度版の エ 数を掲我してあ ります ) 
作業 "" 。 

(1)  調 査 エ 数 ， " ③ 

項 目・内 容 
検体 5 

備 考 

準 備 回 
試 薬 調 製 

器 具 準 備 

Ⅱ ，ぉ 彊 ・ 定 回 
検 水 分 取 

N a C l  添 加 

内 標 準 添 加 

密 栓 

N a C l  溶 解 

静 置 

気 体 試 料 採 取 

G C 一 M S 測定 

後 始 末 回 
器 具 洗 浄 

そ の 他 

記録・整理 口三 

校量 線 作成・計算 

" - - - 俺 己 録 整 理 

- 十 回 
エ教 ( 人 ・ 分 )/ 検体 回 
(2)  工数集計 値 (3) 検体 数 と工数 

・） 

）
 

検体 数 5 
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平均値 
標準偏差 

変動係数 

エ
 
数
 

合
計
 

記
録
 

始
末
 

測
定
 

準
備
 

3 ㏄ ㏄ 0  1 ㏄ 390  1520  3 ㏄ 
8  7  1  15  %  9 

95@ 365@ 38@ 105@ 603@ 121 

93@ 199@ 31@ 92@ 281@ 56 

98  品 ㏄ 87  %  ㏄ 

人
工
 

 
 

2 一 1 一 1% 



(4)  測定フロー 

バイアル 瓶 試 料 

/  NaCl  試料の 30% 

    

バイアルの 60 ～ 85% 
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クロマトバラム 記録 別に確認用クロマトバラム 記録 

校量線により 濃度算定 

2  一 L  一 Ⅰ 49 




